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１．まえがき 近年の世界的かつ急速な情報化に伴い、国際競争力ならびに建設コスト縮減を要求されつつ

ある建設業界では建設ＣＡＬＳの推進とともに、高度かつ迅速な情報の利用環境の整備が急務となっている。

建設ＣＡＬＳの実現については図面や文書に関する標準化が進みつつあるが、そのさらなる効果を得るため

には、構造物のライフサイクル全般すなわち調査・計画から設計、施工、維持管理の各段階における多種・

多様な情報を収集し利用するための環境を整備する必要があることは明確である。このとき対象となる土

木・建築構造物は３次元形状を有しており、併せて地盤情報などの設計情報を効率的かつ正確に捉えて利用

するためには、各種の情報を空間情報として表現する必要があるものと考えられる。ここでは、ＩＴを駆使

して施工段階における空間情報の一元化を実現した事例を通

して、情報を利用する環境としての３次元ＧＩＳの設計思想

と今後の展開について考察した。 

２．施工情報の一元化 施工段階における情報の一元化は、

情報の集約管理というばかりでなく、管理者のニーズに応じ

た情報の利用環境を整備することで施工管理・計画業務のリ

アルタイム化（即時化）、コンカレント化（簡素化）、コラボ

レーション（協働）を可能とし、管理業務の最適化が図られ

ることで現場の生産性の向上につながるものと考える。特に、

３次元情報での管理を実現することで、施工履歴を含めた情

報の一元化が可能となる。以上のような機能を有するＩＴシ

ステムを開発し、実際の施工現場に適用した事例では、従来

の管理方法であった平面・断面方向の２次元管理に比べて、

より詳細な単位での管理が可能となっている（図１）と同時

に各種施工情報がリアルタイムに加工・利用できることから、

重機の効率稼動・的確な掘削計画によって精度の高い施工管

理が可能となっており（図２）*1、意思決定までの所要時間
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図１(2) ３次元ＧＩＳによる管理単位 

図２ ３次元情報による一元管理 
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図１(1) 従来の情報管理断面 
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図３ 施工計画の最適化（発破計画） 

で 0.4 倍、工程数で 0.3 倍、意思決定までに

利用する情報量で 16 倍という効果が確認さ

れている。さらにその結果として、リアルタ

イムに変化する施工実績を反映していくこと

で、より最適な施工計画（重機配置、発破計

画等）が可能となり（図３）、現場の生産量で

21％の向上、環境負荷（CO2 排出量）で 24％

の低減を実現している*2。 

３．３次元ＧＩＳへの展開 以上のように、

３次元情報を用いた一元管理によって施工

全般の最適化を図ることで、管理業務の効

率化ばかりでなく、建設コスト縮減の可能

性が確認された。ここで用いた思想は、土

工事ばかりでなく、情報の管理単位の設定

により他の工種への適用も有効であると考

える。例えば、ダム工事や地下構造物工事

においては、出来形や計測を始めとするコ

ンクリートの品質、地質等多岐にわたる大

量な情報の管理についてその有効性がこれ

までの研究で確認されている*3。また、施

工情報の管理においては設計情報との比較

が不可欠であることから、設計段階からの

情報の共有化によって、現場で発生する設

計変更における構造解析とのコンカレント

化が実現できれば、更なる効果が得られる

ものと考える。さらに、調査～設計～施工

～維持管理という一連のライフサイクルの

中で発生、追加、変更される情報を一元管

理することがすなわち建設ＣＡＬＳを実現

することであり、それらを統合する３次元ＧＩＳへの展開による効果が期待される。 

４．まとめ 日々、現場で発生する様々な情報と３次元位置情報を３次元の情報単位に集約することで、管

理者の意志決定のための判断材料を正確かつリアルタイムに提供し、その実効性を確認した。このような考

え方を施工現場のみならず、土木・建築構造物の維持管理やリニューアル、埋設物のメンテナンスや再開発

を始めとする都市再生事業や防災事業へ向けての都市情報の統合化に展開していくにあたっては、３次元Ｇ

ＩＳが基本となってくるものと考えられる。しかしながら、３次元情報の管理という従来と異なる形態でそ

の効果が発現されるためには、情報ならびに情報単位の標準化だけでなく管理手法の標準化を図った上で受

発注者間での情報共有を実現する必要があり、それぞれにＢＰＲ（Business Process Re-engineering）への

取り組みが不可欠になってくるものと考える。また、このような情報の利用技術や管理技術に対する教育の

問題も人的課題要素として挙げられる。 
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（コンクリートダム品質管理例） 

 
コンクリート配合区分         構造解析結果 

（地下構造物設計管理例） 

図４ ３次元情報管理の展開 
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